
  

 

 

学校教育目標「自ら考え行動し、ともに歩む北昭和の子」 

重点教育目標「ともに考え、ねばり強く、学び続ける北昭和の子」 

 
やる気スイッチを見つけよう！ 

校長 井田 隆幸 

 

早いもので，明日２５日（火）から３０日間の夏休みが始まります。子どもたちは長期の休みとなり

ますが，保護者の皆さんは通常通りのお仕事でなかなか時間をつくることは大変かもしれません。で

も，休み期間中の何日かは，ぜひ子ども中心の日にしていただきたいと思います。 

保護者の皆さんは，子どもたちに「勉強でも勉強以外でも，いろいろなことに積極的に関わり，力を

付けてほしい」と望んでいるはずです。その意味でこの夏休みは，そのきっかけづくりにできる絶好の

チャンスかもしれないからです。 

子どもたちはたくさんの「やる気スイッチ」を持っています。でも，なかなか自分では押すことがで

きません。そして，スイッチが「ＯＮ」になるタイミングは，我々大人が「えっ！？」っと思うような

些細なことだったりもするようです。（例えば，買い物中に食品の産地を見て，地図で調べるのが好き

になった。とか，暇つぶしにやったクロスワードパズルにはまった。とか，お手伝いがきっかけで料理

が大好きになった。とか…） 

ですからこの夏休み中，保護者の皆さんには，「こんなくだらないこと…」などと思わずに，いろい

ろなことを投げかけてほしいのです。『下手な鉄砲…』ではありませんが，何が子どもたちのスイッチ

にヒットするかわかりません。そして，何かがヒットした時には，ぜひ『一緒に』を心がけていただけ

ればと思います。一緒に考えたりやってみたりする，競争して問題を解く，一緒にいて近くでにこにこ

見守る…。このことがやる気を継続し，次への可能性を広げる大きな力になりますし，親子のコミュニ

ケーションを一層深める良い機会にもなるなど，まさに一石二鳥！です。 

いずれにしても，夏休みは「子どもが家庭で学ぶ期間」ととらえていただき，普段学校

では得ることのできない経験や体験をさせてあげられるように，保護者の皆さんも子

どもたちと一緒に楽しみながら有効に活用していただきたいと思います。 

 いずれにしても，夏休みは「子どもが家庭で学ぶ期間」ととらえていただき，普段学校では得ること

のできない経験や体験をさせてあげられるように，保護者の皆さんも子どもたちと一緒に楽しみなが

ら有効に活用していただきたいと思います。 
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６月２８日（水），６月２９日（木）に６年生の修学旅行が行われました。3年ぶりの青森での実施となり，子

どもたちは，函館にない様々な施設を見学し，良い経験をしてきました。子どもたちの作文を紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                             

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※プール学習の中止に伴い、年間行事予定での日程を変更し、8月３１（木）は 5時間授業，9月 1日（金）

は 6時間授業になります。  

 

 

６月３０日（金）に５年生が，教室と体育館で，ノーマリー教室を受講しまし

た。はじめに講師の方から「ありがとう」と「こんにちは」を，手話でする方法を

学びました。今後，機会があれば手話を使ってほしいと思います。次に，２人１

組で交互に車いすを押したり，車椅子に乗ったりする活動をしました。子ども

たちは，車椅子を利用されている方の気持ちがよくわかったようでした。 

 

１１日(金)  山の日（祝日）            ３０日(水)  夏休み作品展（～９／６） 

１４日(月)  学校閉庁日（～８／１６まで）  ３１日(木)  外国語サポーター来校     

２１日(金)  大掃除 

２４日(木）  全校集会⑤ 

教育実習開始                       

２８日(月)  夏休み図書返却（～９／１）                    

手話の練習 

 こま作り体験→ 

ともしび号の予定 
８月８日（火） 
８月 2２日（火） 

の行事予定

ね
ぷ
た
村
で
は
、
ね
ぷ
た
の
事
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
い
ま

し
た
。
弘
前
ね
ぷ
た
祭
り
は
、
「
ヤ
ー
ヤ
ド
ー
」
と
い
う
か
け

声
だ
そ
う
で
す
。
ね
ぷ
た
は
、
大
小
合
わ
せ
て
七
十
～
八
十
台

く
ら
い
あ
り
、
今
年
の
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ぷ
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祭
り
は
、
六
十
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台
く
ら
い
の
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加
す
る
予
定
だ
そ
う
で
す
。
迫
力
の
あ
る
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ぷ
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を
一
度
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て
み
た
い
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す
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み
ん
な
と
乗
っ
た
新
幹
線
は
格
別
で
し
た
。
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ

ィ
ー
ク
に
家
族
と
乗
っ
た
と
き
は
、
お
客
さ
ん
が
み
ん
な
シ
ー

ン
と
し
て
い
て
話
す
の
が
気
ま
ず
か
っ
た
の
で
、
今
回
の
修
学

旅
行
は
み
ん
な
と
話
し
合
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
し
て
楽

し
か
っ
た
で
す
。
そ
う
し
て
い
る
と
、
新
青
森
駅
に
あ
っ
と
い

う
間
に
着
い
て
一
時
間
が
と
て
も
早
く
感
じ
ま
し
た
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三
内
丸
山
遺
跡
の
六
本
柱
に
は
色
々
な
説
が
あ
り
ま
す
。

「
堤
防
」
「
見
張
り
台
」
「
祭
壇
」
な
ど
に
使
わ
れ
た
と
言
う

説
が
あ
る
そ
う
で
す
。
竪
穴
住
居
で
は
虫
や
蛇
が
来
な
い
よ
う

に
焦
げ
た
に
お
い
が
し
て
い
ま
し
た
。
僕
は
行
く
前
か
ら
そ
の

匂
い
を
嗅
ぐ
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
の
で
す
が
、
臭
い
と

感
じ
ま
し
た
。
縄
文
人
は
よ
く
こ
の
匂
い
を
嗅
ぎ
な
が
ら
生
活

で
き
た
な
ぁ
と
思
い
ま
し
た
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一
日
目
の
カ
レ
ー
は
五
分
で
食
べ
終
わ
り
ま
し
た
が
、
不
二

や
ホ
テ
ル
の
ご
飯
は
量
も
多
い
し
、
嫌
い
な
食
べ
物
も
入
っ
て

い
た
の
で
ま
さ
に
地
獄
で
し
た
。
で
も
私
は
完
食
し
ま
し
た
。

周
り
を
見
渡
し
て
も
み
ん
な
食
べ
終
わ
っ
て
な
か
っ
た
の
で
ち

ょ
っ
と
嬉
し
か
っ
た
で
す
。 
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こ
ま
を
み
ん
な
に
見
せ
よ
う
と
思
っ
た
時
、
手
が
滑
っ
て
緑

の
着
色
料
の
入
っ
て
い
る
お
皿
に
コ
マ
が
ド
ボ
ン
！
！
頑
張
っ

た
の
に
全
て
の
努
力
が
水
の
泡
に
な
っ
て
泣
き
そ
う
に
な
り
ま

し
た
。
し
か
し
コ
マ
を
回
す
と
結
構
き
れ
い
で
嬉
し
く
な
り
ま

し
た
。
失
敗
し
た
こ
と
も
修
学
旅
行
の
思
い
出
に
な
る
と
思
い

ま
し
た
。 
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←ねぷたの前でピース 


